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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月19日(2014.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周囲の通信可能なアクセスポイントを検索するアクセスポイント検索手段と，
　接続するアクセスポイントを切り替える手段であって，接続中のアクセスポイントから
，前記アクセスポイント検索手段によって検索されたアクセスポイントのうち，いずれか
１つのアクセスポイントに対し接続を切り替えるローミング手段と，を備える無線ＬＡＮ
機器であって，
　前記接続中のアクセスポイントを経由した，自身と所定の通信端末との通信であって，
少なくともＭＡＣ層よりも上位の当該通信の品質に基づいて前記ローミング手段によるロ
ーミングをするか否かを決定するローミング判断手段と，
　前記ローミング判断手段によってローミングすると決定された場合，前記アクセスポイ
ント検索手段によって検索されたアクセスポイントのうち，その時点において接続中のア
クセスポイントを除いたアクセスポイントを前記ローミング手段によるローミングの対象
候補として決定するローミング対象候補決定手段と，を備えることを特徴とする無線ＬＡ
Ｎ機器。
【請求項２】
　周囲の通信可能なアクセスポイントを検索するアクセスポイント検索手段と，
　接続するアクセスポイントを切り替える手段であって，接続中のアクセスポイントから
，前記アクセスポイント検索手段によって検索されたアクセスポイントのうち，いずれか
１つのアクセスポイントに対し接続を切り替えるローミング手段と，を備える無線ＬＡＮ
機器であって，
　前記接続中のアクセスポイントを経由した，自身と所定の通信端末との通信であって，
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少なくともＭＡＣ層よりも上位の当該通信の品質に基づいて前記ローミング手段によるロ
ーミングをするか否かを決定するローミング判断手段と，
　前記ローミング判断手段によってローミングすると決定された場合，前記アクセスポイ
ント検索手段によって検索され，かつ現在接続していないアクセスポイントのうち，過去
に接続したことがあり，切断してから所定の時間が経過しているものを，前記ローミング
手段によるローミングの対象候補として追加することを決定するローミング対象候補決定
手段と，を備えることを特徴とする無線ＬＡＮ機器。
【請求項３】
　周囲の通信可能なアクセスポイントを検索するアクセスポイント検索手段と，
　接続するアクセスポイントを切り替える手段であって，接続中のアクセスポイントから
，前記アクセスポイント検索手段によって検索されたアクセスポイントのうち，いずれか
１つのアクセスポイントに対し接続を切り替えるローミング手段と，を備える無線ＬＡＮ
機器であって，
　前記接続中のアクセスポイントを経由した，自身と所定の通信端末との通信であって，
少なくともＭＡＣ層よりも上位の当該通信の品質に基づいて前記ローミング手段によるロ
ーミングをするか否かを決定するローミング判断手段と，
　前記ローミング判断手段によってローミングすると決定された場合，前記アクセスポイ
ント検索手段によって検索され，かつ現在接続していないアクセスポイントのうち，過去
に接続したことがあり，その接続時の継続時間が所定の値を満たしているものを，前記ロ
ーミング手段によるローミングの対象候補として決定するローミング対象候補決定手段と
，を備えることを特徴とする無線ＬＡＮ機器。
【請求項４】
　無線ＬＡＮ機器を，
　周囲の通信可能なアクセスポイントを検索するアクセスポイント検索手段と，
　接続するアクセスポイントを切り替える手段であって，接続中のアクセスポイントから
，前記アクセスポイント検索手段によって検索されたアクセスポイントのうち，いずれか
１つのアクセスポイントに対し接続を切り替えるローミング手段と，を備える無線ＬＡＮ
機器であって，
　前記接続中のアクセスポイントを経由した，自身と所定の通信端末との通信であって，
少なくともＭＡＣ層よりも上位の当該通信の品質に基づいて前記ローミング手段によるロ
ーミングをするか否かを決定するローミング判断手段と，
　前記ローミング判断手段によってローミングすると決定された場合，前記アクセスポイ
ント検索手段によって検索されたアクセスポイントのうち，その時点において接続中のア
クセスポイントを除いたアクセスポイントを前記ローミング手段によるローミングの対象
候補として決定するローミング対象候補決定手段と，して機能させるプログラム。
【請求項５】
　無線ＬＡＮ機器を，
　周囲の通信可能なアクセスポイントを検索するアクセスポイント検索手段と，
　接続するアクセスポイントを切り替える手段であって，接続中のアクセスポイントから
，前記アクセスポイント検索手段によって検索されたアクセスポイントのうち，いずれか
１つのアクセスポイントに対し接続を切り替えるローミング手段と，を備える無線ＬＡＮ
機器であって，
　前記接続中のアクセスポイントを経由した，自身と所定の通信端末との通信であって，
少なくともＭＡＣ層よりも上位の当該通信の品質に基づいて前記ローミング手段によるロ
ーミングをするか否かを決定するローミング判断手段と，
　前記ローミング判断手段によってローミングすると決定された場合，前記アクセスポイ
ント検索手段によって検索され，かつ現在接続していないアクセスポイントのうち，過去
に接続したことがあり，切断してから所定の時間が経過しているものを，前記ローミング
手段によるローミングの対象候補として追加することを決定するローミング対象候補決定
手段と，して機能させるプログラム。
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【請求項６】
　無線ＬＡＮ機器を，
　周囲の通信可能なアクセスポイントを検索するアクセスポイント検索手段と，
　接続するアクセスポイントを切り替える手段であって，接続中のアクセスポイントから
，前記アクセスポイント検索手段によって検索されたアクセスポイントのうち，いずれか
１つのアクセスポイントに対し接続を切り替えるローミング手段と，を備える無線ＬＡＮ
機器であって，
　前記接続中のアクセスポイントを経由した，自身と所定の通信端末との通信であって，
少なくともＭＡＣ層よりも上位の当該通信の品質に基づいて前記ローミング手段によるロ
ーミングをするか否かを決定するローミング判断手段と，
　前記ローミング判断手段によってローミングすると決定された場合，前記アクセスポイ
ント検索手段によって検索され，かつ現在接続していないアクセスポイントのうち，過去
に接続したことがあり，その接続時の継続時間が所定の値を満たしているものを，前記ロ
ーミング手段によるローミングの対象候補として決定するローミング対象候補決定手段と
，して機能させるプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本願発明にかかる第１の形態は，周囲の通信可能なアクセスポイントを検索するアクセ
スポイント検索手段と，接続するアクセスポイントを切り替える手段であって，接続中の
アクセスポイントから，アクセスポイント検索手段によって検索されたアクセスポイント
のうち，いずれか１つのアクセスポイントに対し接続を切り替えるローミング手段と，を
備える無線ＬＡＮ機器であって，接続中のアクセスポイントを経由した，自身と所定の通
信端末との通信であって，少なくともＭＡＣ層よりも上位の当該通信の品質に基づいてロ
ーミング手段によるローミングをするか否かを決定するローミング判断手段と，ローミン
グ判断手段によってローミングすると決定された場合，アクセスポイント検索手段によっ
て検索されたアクセスポイントのうち，その時点において接続中のアクセスポイントを除
いたアクセスポイントをローミング手段によるローミングの対象候補として決定するロー
ミング対象候補決定手段と，を備えることを特徴とする無線ＬＡＮ機器である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本願発明にかかる第２の形態は，周囲の通信可能なアクセスポイントを検索するアクセ
スポイント検索手段と，接続するアクセスポイントを切り替える手段であって，接続中の
アクセスポイントから，アクセスポイント検索手段によって検索されたアクセスポイント
のうち，いずれか１つのアクセスポイントに対し接続を切り替えるローミング手段と，を
備える無線ＬＡＮ機器であって，接続中のアクセスポイントを経由した，自身と所定の通
信端末との通信であって，少なくともＭＡＣ層よりも上位の当該通信の品質に基づいてロ
ーミング手段によるローミングをするか否かを決定するローミング判断手段と，ローミン
グ判断手段によってローミングすると決定された場合，アクセスポイント検索手段によっ
て検索され，かつ現在接続していないアクセスポイントのうち，過去に接続したことがあ
り，切断してから所定の時間が経過しているものを，ローミング手段によるローミングの
対象候補として追加することを決定するローミング対象候補決定手段と，を備えることを
特徴とする無線ＬＡＮ機器である。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本願発明にかかる第３の形態は，周囲の通信可能なアクセスポイントを検索するアクセ
スポイント検索手段と，接続するアクセスポイントを切り替える手段であって，接続中の
アクセスポイントから，アクセスポイント検索手段によって検索されたアクセスポイント
のうち，いずれか１つのアクセスポイントに対し接続を切り替えるローミング手段と，を
備える無線ＬＡＮ機器であって，接続中のアクセスポイントを経由した，自身と所定の通
信端末との通信であって，少なくともＭＡＣ層よりも上位の当該通信の品質に基づいてロ
ーミング手段によるローミングをするか否かを決定するローミング判断手段と，ローミン
グ判断手段によってローミングすると決定された場合，アクセスポイント検索手段によっ
て検索され，かつ現在接続していないアクセスポイントのうち，過去に接続したことがあ
り，その接続時の継続時間が所定の値を満たしているものを，ローミング手段によるロー
ミングの対象候補として決定するローミング対象候補決定手段と，を備えることを特徴と
する無線ＬＡＮ機器である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本願発明にかかる第４の形態は，無線ＬＡＮ機器を，周囲の通信可能なアクセスポイン
トを検索するアクセスポイント検索手段と，接続するアクセスポイントを切り替える手段
であって，接続中のアクセスポイントから，アクセスポイント検索手段によって検索され
たアクセスポイントのうち，いずれか１つのアクセスポイントに対し接続を切り替えるロ
ーミング手段と，を備える無線ＬＡＮ機器であって，接続中のアクセスポイントを経由し
た，自身と所定の通信端末との通信であって，少なくともＭＡＣ層よりも上位の当該通信
の品質に基づいてローミング手段によるローミングをするか否かを決定するローミング判
断手段と，ローミング判断手段によってローミングすると決定された場合，アクセスポイ
ント検索手段によって検索されたアクセスポイントのうち，その時点において接続中のア
クセスポイントを除いたアクセスポイントをローミング手段によるローミングの対象候補
として決定するローミング対象候補決定手段と，して機能させるプログラムである。 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本願発明にかかる第５の形態は，無線ＬＡＮ機器を，周囲の通信可能なアクセスポイン
トを検索するアクセスポイント検索手段と，接続するアクセスポイントを切り替える手段
であって，接続中のアクセスポイントから，アクセスポイント検索手段によって検索され
たアクセスポイントのうち，いずれか１つのアクセスポイントに対し接続を切り替えるロ
ーミング手段と，を備える無線ＬＡＮ機器であって，接続中のアクセスポイントを経由し
た，自身と所定の通信端末との通信であって，少なくともＭＡＣ層よりも上位の当該通信
の品質に基づいてローミング手段によるローミングをするか否かを決定するローミング判
断手段と，ローミング判断手段によってローミングすると決定された場合，アクセスポイ
ント検索手段によって検索され，かつ現在接続していないアクセスポイントのうち，過去
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に接続したことがあり，切断してから所定の時間が経過しているものを，ローミング手段
によるローミングの対象候補として追加することを決定するローミング対象候補決定手段
と，して機能させるプログラムである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　本願発明にかかる第６の形態は，無線ＬＡＮ機器を，周囲の通信可能なアクセスポイン
トを検索するアクセスポイント検索手段と，接続するアクセスポイントを切り替える手段
であって，接続中のアクセスポイントから，アクセスポイント検索手段によって検索され
たアクセスポイントのうち，いずれか１つのアクセスポイントに対し接続を切り替えるロ
ーミング手段と，を備える無線ＬＡＮ機器であって，接続中のアクセスポイントを経由し
た，自身と所定の通信端末との通信であって，少なくともＭＡＣ層よりも上位の当該通信
の品質に基づいてローミング手段によるローミングをするか否かを決定するローミング判
断手段と，ローミング判断手段によってローミングすると決定された場合，アクセスポイ
ント検索手段によって検索され，かつ現在接続していないアクセスポイントのうち，過去
に接続したことがあり，その接続時の継続時間が所定の値を満たしているものを，ローミ
ング手段によるローミングの対象候補として決定するローミング対象候補決定手段と，し
て機能させるプログラムである。
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